
79No-Dig Today  No.71（2010.4）

◇特集/技術解説・■■■■■■◇

■ 一般社団法人 日本非開削技術協会

　 第2回 通常総会（開催案内）

　標記第2回通常総会を下記により開催する予定です。

　日　　時：平成22年6月10日（木）15：30開会（予定）

　場　　所：ルポール麹町（旧麹町会館）

　特別講演：総会終了後，学識経験者による特別講演

　　　　　　を予定しております。

　懇 親 会：特別講演終了後，会員の交流・親睦のた

　　　　　　めの懇親会を開催致します。

　会員の皆様には，近々に開催のご案内状を発送致し

ます。また，JSTTホームページにも掲載致します。

■ 第17回 非開削技術講演会（開催案内）

　例年開催しております｢非開削技術講演会｣は，今

年も下記内容にて開催の予定です。

　日　　時：平成22年7月6日（火）午後

　場　　所：発明会館ホール

　定　　員：約180名

　講演課題：未定（技術委員会で決定の予定）

　参加費用：未定（技術委員会で決定の予定）

　技術委員会にて実施要領が決定次第，ご案内状を発

送致します。また，JSTTホームページにも掲載致し

ます。

■ JSTT各委員会

（1）機関誌（No-Dig Today）編集委員会，

　　　企画編集小委員会

【編集委員会】

　第71回編集委員会を1月14日（木）に開催しました。

委員会では，機関誌第72号（平成22年4月1日発行）

で第3クールを終了する特集シリーズの今後の編集方

針について意見を集約することとしました。また，機

関誌の表紙デザインや技術論文の文章・図表などの配

置の更新が審議されました。これらは，機関誌第73

号（平成22年7月1日発行）に向けて更に論議するこ

ととされました。

【企画編集小委員会】

　第70回小委員会を1月14日（木）に第71回小委員会

を2月17日（水）に開催しました。各委員会では，技

術特集の対象技術，記事の執筆者にお願いする留意事

項，特集以外の一般記事の執筆者選定などの論議とと

もに，第3クール以降の機関誌の特集テーマについて

論議されました。特集テーマにつきましては長期的観

点から再度論議することとなりました。

（2）工法ナビゲーション運営委員会

　第30回運営委員会を12月9日（水）に，第31回運営

委員会を2月24日（水）に開催しました。これらの委

員会では，平成21年度に全面更新したナビゲーショ

ンシステムの運営状況が報告されるとともに，このシ

ステムの一層の機能向上を目指して，管更生工法およ

び推進工法の各ジャンルにおける工法検索上の課題と

その対策方針が論議されました。

（3）HDD（誘導式水平ドリル）工法委員会

　第40回HDD工法委員会が2月26日（金）に開催され

ました。ここでは，昨年2月に発行したHDD工法用

設計積算要領の改訂（内容：適用機種の拡大，曲線推

進，推進管理項目など）が論議され，2011年内の改

訂版発行を目指すことが確認されました。

　さらに，この委員会参加各工法の施工実績を条件検

索機能を付加した内容で工法ナビゲーションシステム

に掲載することとなりました。

（4）ソーシャルコスト検討委員会

　　（準備会より正委員会に変更）

　第3回ソーシャルコスト検討準備会が1月28日（木）

に開催されました。ここでは，新たに3名の学識経験

者（交通工学，交通経済学）にご参加いただき，今後

の委員会の活動方針が論議され，3名の学識経験者も

委員に参加することで，さらに論議を進めること，ま

た路上工事のソーシャルコスト軽減効果に関する何ら

かのマニュアル的なものの発行を目指すこととされま

した。

（5）地下探査技術準備委員会（新設）

　第1回地下探査技術準備委員会が2月3日（水）に開

催されました。ここでは，探査業務の受発注者間に共

通する技術マニュアル類の不在から来る成果への期待

感の相違が，地下探査技術への不信感にも繋がってい

ることが話題にされ，先ずマニュアル類の整備を目標

に準備委員会を開始することとされました。
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